
4th IER Annual Progress Report Meeting 

後援　福島県、筑波大学、広島大学、長崎大学、東京海洋大学、福島県立医科大学、国立研究開発法人 量子科学技術研究開発機構・放射線医学総合研究所（予定）

主催　福島大学環境放射能研究所（IER）、福島大学

成 果  報  告  会第4回 福島大学環境放射能研究所

福島大学環境放射能研究所　  http://www.ier.fukushima-u.ac.jp    MAIL ier@adb.fukushima-u.ac.jp　 TEL  024 - 504 - 2114　   FAX  024 - 503 - 2921問 合 せ

9 : 30 - 9 : 50 開会挨拶・所長挨拶

9 : 50 - 10 : 00 基調講演者紹介

15 : 20 - 16 : 10 口頭発表
環境放射能分析と環境修復への取り組み

14 : 20 - 15 : 20 口頭発表
生態系（生物・陸域・海域）への影響と課題②

11 : 00 - 11 : 20 口頭発表
地域の復興と課題 

13 : 00 - 14 : 20 ポスターセッション

11 : 20 - 11 : 50 口頭発表
生態系（生物・陸域・海域）への影響と課題①

16 : 25 - 17 : 25 パネルディスカッション
～過去から何を学び、どう未来へ生かすのか～

17 : 25 - 17 : 30 閉会挨拶

2018年3月6日（火）
会場：コラッセ ふくしま

9：30 - 17：30（受付 9 : 00）

一般対象 参加費 無料 同時通訳有（日/英）

検索I ER成果報告会 事前申込みは特設ページから
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会場　コラッセふくしま

水、森、海、大気、土壌、生物など

多角的調査から福島の今を伝える

2011 年から 7 年が経ちます。福島大学環境放射能研

究所は、福島県内のフィールドを中心に環境中の放射

性物質の挙動と影響について研究しています。一般の

方にもわかりやすく、われわれの活動や研究によって

わかったことについてお伝えします。

原発事故7年後の福島の復興と
　科学的課題 ～これまで と これから～

10 : 00 - 10 : 45 基調講演

｢チェルノブイリ立入禁止区域

　　～原発事故からの回復に向けた32年の経験と展望について～｣

基調講演

要旨集配布有 ポスターセッション有

講演者 オレグ ナスビット氏（ウクライナ環境・天然資源省立入禁止区域管理庁 副長官）

4F多目的ホール、3F企画展示室




